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査
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こ
の
ほ
ど
三
ヶ
月
以
上
の
出
か
せ
ぎ
者
を
対
象
と
し
て
、
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
対
象
者
と
見
ら
れ
る
一

六
六
人
の
う
ち
回
答
者
は
一
三
八
人
(
回
答
率
は
八
三
・
一
必
)
で
し
た
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乙
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査
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あ
ま
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深
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掘
り
下

げ
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お
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せ
ん
の
で
現
状
の
み
お
知
ら
せ
し
ま
す
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と
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で
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ろ
一
京
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大
阪
方
面
が
多
く
六
割
を
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め

ぅ

。

↑

て

い

ま

す

。

乙

の
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所
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ば

れ

る

の

問
題
は
地
方
に
一
日
も
早
く
工
場
が
一
は
、
三
日
間
の
休
暇
を
も
ら
っ
て
も
帰

で
き
て
、
二
戸
に
一
人
は
通
勤
に
よ
っ
一
郷
と
就
労
が
出
来
て
あ
ま
り
無
理
の
な

て
毎
月
き
ま
っ
た
賃
金
を
と
り
、
安
心
一
い
範
囲
で
あ
り
、
往
復
費
用
も
六
千
円

し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
村
も
住
民
も
一
程
度
と
み
て
ま
ず
妥
当
な
距
離
と
も
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で
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転
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張
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験
が
行
な
わ
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O
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で
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な
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五
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月
た
よ
り
が
あ
る
七
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ら
れ
た
詩
時
教
室
か
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流
れ
て
く
る
も

園
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一
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}
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の
で
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、
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会
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園
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。

公
害
も
ヘ
ド
ロ
も
な
い
が
過
疎
が
あ
の

鉢
巻
は
ど
の
子
の
顔
も
勝
つ
つ
も
り

答
案
の
消
し
て
は
書
い
た
文
字
不
安

他
人
の
子
だ
め
と
も
い
え
ず
人
の
母

一

枚

の

は

が

き

で

と

ど

く

里

の

昧

と
び
石
を
差
し
ょ
げ
の
ぞ
く
苗
一
つ

成
り
行
き
に
ま
か
す
つ
も
り
の
高
い
び
き

溜
り
場
で
今
夜
も
聞
け
る
国
な
ま
り

留
守
も
り
か
肩
ょ
せ
合
い
し
菊
の
苗
。

希同

署会
は会
おを
知つ
十らく
j せり
下ま
さす

争

「、、

サ

繁



Vで，::-':-寸万三七宝て三Z百"'"~.司~''l1{D';;:':':'7IV'" ぜて一 泊目寸柄、 守、も例帯電子、苅匂ヲ巧己売苧下竺型藷蒲野ヲ可否烹存守宇野予宅吉昭司実定曹宅再否宵マ雪安吉臨

J 
決

あ

す

自
陣
の
し
い
に
け

う

の
作

特
賞
に
福
田
事
ん

71< 

輔

田
植
後
の
水
管
理

在

所
'--' 

年 度 |生産量|売上金額|平均単価

K 千円 円
昭和41年 8，022 15.700 1，957 

42 9.，812 18，577 1，893 

43 17，595 27，494 1，562 

，44 16，410 28.703 1，748 

45 22，800 54，120 2，373 

メ口弘、 計 74，639 1.16.394 1，906 


